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１.　問　　　　　題

　食育基本法の施行にともない「健全な」食への関心が高まっている。食

育基本法は，その附則のなかで，「健全な心と身体」という表現を２回使用

し，「健全な食生活」という表現を３回使用している。１２００文字（６段落）

ほどの短い文章であるだけに，「健全」という言葉はより一層強調される。

しかしながら，その附則および本文においても，「健全」は具体的に定義

されていない。はたして「健全な心と身体」あるいは「健全な食生活」と

はどのようなものであろうか。

　今田・長谷川・坂井・瀬戸山・増田（２００６）は，「健全な」食のあり方を

考えるために，「不健全な」食のひとつとみなされる偏食について，その

経験的定義を試みた。その結果，偏食という言葉には，それが日常生活に

おいて使用される場合，偏食に固有の行動的特徴，栄養摂取状況の認知，

高度な偏食に固有の行動的特徴の３つの意味空間の存在することが示唆さ

れた。また今田・長谷川・坂井・瀬戸山・増田（２００７）は，大学生を対象

に偏食傾向の測定をおこない，偏食と，健康障害，新奇性恐怖，食の特徴

的行動，性格特性との関連性について検討した。その結果，偏食が心身の

健康にとって決して望ましいものでないことが示唆された。
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　食の問題行動は偏食に限定されない。偏食以外に，異食（pica），偏執的

摂食（food craving），外発的摂食，情動的摂食，きまぐれ摂食（picky 

eating），夜間摂食シンドローム，欠食，抑制的摂食（ダイエット），食への

無関心・無感動・無気力，食の社会文化規範からの逸脱（調理法，風味づ

け法，盛りつけ法，摂食方法，組み合わせ，摂食順序，摂取時刻，摂取場

所など），食不安，食のヒューリスティクス（フードファディズム）などが

指摘される。本稿でとりあげる問題は，これらの中でも，食の社会文化規

範からの逸脱である。

　食の社会文化規範とは，調理法，風味づけ法，盛りつけ法，摂食方法，

組み合わせ，摂食順序，摂取時刻，摂取場所などに関して，集団，社会，

文化が有する規則（ルール）のことである。食の社会文化規範からの逸脱

とは，これらの規則（ルール）に従わないことである。一般的には，作法，

しつけ，マナー，エチケットとして伝達，伝承されるものであり，日常の

食卓において意識されることはすくない。例えば，飯茶碗に盛りつけられ

たご飯をフォークやスプーンで食べる人はいない。トンカツを食べる場合

に，ソースをトンカツにではなくライスにかけて食べる人はまずいない。

通夜の席でステーキを食べることも考えられない。ケチャップがかかった

ハンバーガーを食べた後にアイスクリームを食べることはあっても，アイ

スクリームにケチャップをかけて食べる人はいない。これらの行動は，無

意識のうちに，食の社会文化規範による統制を受けている為である。

　食環境の急激な変化にともない食の社会文化規範による食行動の統制力

が弱まっていると論じられている （e.g., 今田， ２００１， ２００２， ２００４a， ２００４b， 

２００５a， ２００５b）。調理法，風味づけ法，盛りつけ法，摂食方法，組み合わせ，

摂食順序，摂取時刻，摂取場所などにおいて，現代人の食行動はかつてな

いほどの自由度を有している。おおよそあらゆるものにマヨネーズをかけ

て食べるマヨラーと称される人々の出現，渡し箸，なめ箸，迷い箸など箸

操作におけるマナー違反，最初に主菜，副菜等を食べ終えてしまい，最後

にご飯を食べる子どもなど例を挙げればきりがない。学校給食のメニュー
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として今や一般的となった，ご飯と牛乳の組み合わせなどもここに含めら

れよう。

　はたして食の社会文化規範は，食のグローバル化が進行する現在にあっ

て，どのようなかたちで残存し，またどのようなかたちでわれわれの食行

動を統制しているのだろうか。本稿では，食の社会文化規範の中でも食の

組み合わせに注目し，地域文化という変数がわれわれの食行動に，どのよ

うに関与・機能しているかについて検討していく。

　より具体的には，札幌，東京，名古屋，神戸，広島という５つの調査地

点を設け，それぞれの地域文化に特徴的とみなされる食の組み合わせにつ

いて，摂取頻度と好悪の程度を調査する。また同時に食物新奇性恐怖（神

戸を除く）の傾向を同時に測定し，それぞれの食の組み合わせに対する摂

取頻度，好悪との関連性について検討する。仮説は以下の３点である。第

１：食の組み合わせについては，調査地点に固有の，地域に限定的な嗜好

がみられるであろう。例えば名古屋地区においては，「バタートースト＋あ

んこ」の摂取頻度が高く，またその好悪得点も高いであろう。第２：摂取

頻度の高い食の組み合わせほど好悪得点も高いであろう。第３：「食べた

ことがない」と回答した食の組み合わせに対して，食物新奇性恐怖の高い

人ほど「まずい」と予想し，食物新奇性恐怖の低い人ほど「おいしい」と

予想するであろう。

２.　方　　　　　法

　２-１.　調査対象者　北海道地区（男子１８名，女子８７名，平均年齢は男子

２０.８３才，女子２０.７６才），東京地区（男子４７名，女子７２名，平均年齢は男子

２０.４９才，女子２０.４０才），名古屋地区（女子８８名，平均年齢は１９.３才，不明

２名），神戸地区（女子３９名，平均年齢は１９.１３才），広島地区（男子２０名，

女子８２名，不明１名，平均年齢は男子１９.５５才，女子１９.４６才）の５地区の

大学生男子８５名，女子３６６名，不明３名の計４５４名を対象とした。その平均

年齢は，男子２０.３４才，女子１９.８８才であった。



広島修大論集　第 ４７ 巻　第２号（人文）

―　　―１５２

　２-２.　質問紙　「『さまざまな地域の，さまざまな人々のちょっと変わっ

た食べ方』についての調査（ご協力のお願い）」と題する冊子を作成し用い

た。冊子は２部構成になっており前半部分は，さまざまな食の組み合わせ

についてその摂取頻度と好悪を評定させるというものであった。より具体

的には，「天ぷらにウスターソースをかけて食べる」というような文章が７７

並んでおり，それぞれについて摂食頻度（３件法，「よく食べる」「食べた

ことがある」「食べたことがない」）および好悪（４件法，「おいしい」「お

いしくもまずくもない」「まずい」「想像できない」）を評定させた。後半

部分は，「食物に対する態度・感情についての質問紙」と題されたもので

あり，食物新奇性恐怖尺度（今田・米山，１９９８）を構成する１４の質問文で

あった。また無記名としたが，年齢，性以外に，「生まれてから小学校に入

るまで生活していた地域・地方」，「過去１０年間，生活していた地域・地方」

を具体的に明記することを求めた。

　２-３.　手続き　５つの調査地点にある大学（北星学園大学，大正大学，金

城学院大学，神戸松蔭女子学院大学，広島修道大学）にて，無記名，任意

参加を共通する条件としてデータを収集した。

　２-４.　結果の処理　調査５地点の内，名古屋，神戸地区が女子学生のみと

なり，また神戸地区はサンプル数が少なくかつ食物新奇性恐怖尺度の調査

結果が得られなかった。より精緻な比較を行うためには，神戸地区を除外

し，かつ他地区との比較という観点からも女子学生に限定する処理をする

方が望ましい。さらに生育歴に注目すれば，処理対象外の候補となるサン

プルはさらに増える。例えば，北海道地区の場合，「生まれてから小学校

に入るまで生活していた地域・地方」に北海道以外を記載した者が１１名，

「過去１０年間，生活していた地域・地方」に北海道以外を記載した者が８名

おり，計１５名（１４.２％，重複者あり）が北海道以外での生育歴を有してい

る。また北海道内でも，函館，札幌，夕張，旭川，釧路と生育環境は異な

る。生育歴を精査し，それぞれの調査地点を代表するサンプルに限定して

比較するという方法を用いる方が好ましい。しかしながら，サンプルを限
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定していくと当然のことながら実際の比較に用いるサンプル数は減少して

いく。よって本研究においては，「それぞれの調査地点で現在生活を営んで

いる者」という緩やかな基準を採用し，生育歴は考慮しないこととした。

３.　結果および考察

３-１.　摂取頻度の地域差

　Table １ に，食の組み合わせに対する摂食頻度について地域差のみられ

た項目を， ５つの地域別に示した。また「よく食べる」「食べたことがある」

ごとに， ５つの地域間に有意な差がみられるかどうか検討するため，χ２ 検

定を行い，その結果も示した。

　北海道は，「６. 栗の甘露煮の入った甘い味付けの茶碗蒸しを食べる。」

「５. 甘納豆の入った甘い味付けの赤飯を食べる。」に対して「よく食べる」

と回答した人数比が，他の４地区と比較して有意に高かった。「食べたこと

がある」と合わせると，それぞれ８３.８％，８１.０％という値であり，「栗の甘

露煮＋茶碗蒸し」「甘納豆＋赤飯」という組み合わせがきわめて一般的で

あることがわかる。また「１. 納豆に砂糖を入れて食べる。」「１３. トマトに

砂糖をまぶして食べる。」に対して「よく食べる」と回答した人数比も他

の４地区よりも有意に高く，甘味嗜好に特徴づけられる地域文化の存在が

示唆される。

　名古屋は，「１. バタートーストにあんこを塗ったもの（小倉トースト）

を食べる。」「９. トコロ天に黒蜜をかけて食べる。」に対して「よく食べる」

と回答した人数比が，他の４地区と比較して有意に高かった。「食べたこと

がある」と合わせると，それぞれ８０.３ ％，５２.３ ％という値であり，「バ

タートースト＋あんこ」「トコロ天＋黒蜜」という組み合わせが比較的一般

的であることがわかる。さらに名古屋は，「４. 冷やし中華（冷麺）にマヨ

ネーズをかけて食べる。」「１３. ピザにマヨネーズをかけて食べる。」に対し

て「よく食べる」と回答した人数比も，他の４地区と比較して有意に高

かった。甘味嗜好ならびにマヨネーズ嗜好に特徴づけられるといえよう。
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Table １　５つの調査地別

東京（n ＝１１９）北海道（n ＝１０５）

よく
食べ
る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

よく
食べ
る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

０.０１３.６８６.４４４.８３９.０１６.２ ６. 栗の甘露煮の入った甘い味付けの茶
碗蒸しを食べる。

２.５５.１９２.４３８.１４２.９１９.０ ５. 甘納豆の入った甘い味付けの赤飯を
食べる。

８.５２６.３６５.３１.９８.６８９.５ １. バタートーストにあんこを塗ったも
の（小倉トースト）を食べる。

１１.０２２.９６６.１７.６２１.９７０.５ ４. 冷やし中華（冷麺）にマヨネーズを
かけて食べる。

５.９２８.８６５.３２.９２６.７７０.５ ９. トコロ天に黒蜜をかけて食べる。

０.０１.７９８.３１.０２.９９６.２ ６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。

３７.８５１.３１０.９３９.０４５.７１５.２ １. 牛肉でつくった肉じゃがを食べる。

０.８６.８９２.４８.６１３.３７８.１ １. 納豆に砂糖を入れて食べる。

９.２２８.６６２.２２１.９３２.４４５.７ ６. トンカツに醤油をかけて食べる。

２.５１１.８８５.７１.０２.９９６.２１１. 豚まん（肉まん）にウスターソース
をかけて食べる。

０.８１６.１８３.１１２.４２７.６６０.０１３. トマトに砂糖をまぶして食べる。

３.４６.８８９.８２.９１.９９５.２ ８. お好み焼きにスルメの天ぷらを入れ
てたべる。

１.７２５.２７３.１３.８２１.０７５.２１３. ピザにマヨネーズをかけて食べる。

２.５２５.２７２.３９.５２３.８６６.７ ３. お好み焼きの具に牛スジの煮込みを
入れて食べる。

４７.９４２.９９.２６０.０３２.４７.６ ２. 豚肉でつくった肉じゃがを食べる。

０.０３.４９６.６０.０１.９９８.１１２. 漬物にマヨネーズをつけて食べる。

３８.１４１.５２０.３４３.８３１.４２４.８ ７. お好み焼きに紅ショウガを入れて
（かけて）食べる。

０.０４.２９５.８４.８６.７８８.６１９. カレーにタバスコを入れて食べる。

７.６３２.８５９.７１.９８.６８９.５ ２. ラーメンに酢をおとして食べる。

０.８５.０９４.１１.０２.９９６.２ ３. 紅ショウガの天ぷらを食べる。

５.０３５.３５９.７５.７１５.２７９.０ ８. カレーにウスターソースをかけて食
べる。

９.３３２.２５８.５１５.２２４.８６０.０１４. カレーに生卵を入れて食べる。

０.８１５.１８４.０１.９５.７９２.４ ９. カレーにお好みソースをかけて食べ
る。

０.８２２.９７６.３０.０１０.５８９.５１５. わさびの入ったアイスクリームを食
べる。

１.７１９.３７９.００.０３.８９６.２ ５. あんこ入りまんじゅうの天ぷらを食
べる
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の摂取頻度と地域差

「よく　
食べる」

「食べたこ
とがある」神戸（n ＝３９）広島（n ＝１０３）名古屋（n ＝８８）

χ２χ２
よく
食べ
る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

よく
食べ
る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

よく
食べ
る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

**１３２.５８**４１.２５０.０１０.３８９.７０.０８.８９１.２５.８７.０８７.２

**１０８.９５**６８.８００.０５.１９４.９０.０９.７９０.３２.３７.０９０.７

**６９.４８**２２.５８７.７１０.３８２.１７.８２１.４７０.９４１.９３８.４１９.８

**５４.８８４.８３３５.９４１.０２３.１１３.７２５.５６０.８４８.８２９.１２２.１

**２５.７０３.９６１７.９４６.２３５.９５.８２８.２６６.０２２.１３０.２４７.７

**２２.３２*１３.１９０.０２.６９７.４８.７８.７８２.５１.１０.０９８.９

**２１.６５**２４.０７８２.１１５.４２.６６４.０３１.０５.０６９.８１７.４１２.８

**１７.６２**１５.２４０.０２.６９７.４０.０２.９９７.１３.５１.２９５.３

**１７.３９*１１.５５５.１４６.２４８.７５.０４１.６５３.５８.１１７.４７４.４

**１７.３２**１５.５９１２.８２０.５６６.７２.０５.９９２.２１.１４.５９４.３

**１７.３０**１３.５１５.１７.７８７.２４.０２１.８７４.３２.３８.１８９.５

**１６.０２**２３.１６５.１７.７８７.２１５.８１９.８６４.４９.３４.７８６.０

*１１.９２１.４０１０.３２３.１６６.７７.９２６.７６５.３１２.８１９.８６７.４

*１０.６８**１７.８０１５.４５１.３３３.３６.９１７.８７５.２１４.０１４.０７２.１

*１０.５５４.０９３３.３３３.３３３.３３１.７３３.７３４.７４５.３２６.７２７.９

*１０.５４２.３５２.６５.１９２.３０.０２.０９８.００.０１.２９８.８

*１０.３４４.７０４３.６３３.３２３.１２１.８４５.５３２.７４７.７３０.２２２.１

*９.７５３.９５０.００.０１００.０１.０７.８９１.３１.２４.７９４.２

８.８５**３０.９４２.６１７.９７９.５１.０７.８９１.３６.９１０.３８２.８

６.９５**２８.２７５.１２８.２６６.７０.０４.９９５.１１.１９.１８９.８

３.４０**１８.８９５.１３５.９５９.０１０.７２９.１６０.２５.７５０.０４４.３

３.９３**１３.９９１５.４５３.８３０.８１６.７３３.３５０.０９.１１７.０７３.９

４.０４*１２.５３０.０２.６９７.４０.０１２.６８７.４０.０３.４９６.６

５.０７*１１.９１２.６７.７８９.７０.０８.８９１.２２.３１０.５８７.２

６.２８*１１.７７０.０１０.３８９.７２.９１７.５７９.６４.５１４.８８０.７



広島修大論集　第 ４７ 巻　第２号（人文）

―　　―１５６

東京（n ＝１１９）北海道（n ＝１０５）
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る　
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ある　

食べた
ことが
ない　

５.１１１.１８３.８１.９７.７９０.４１５. ウスターソースで味付けしたエビ入
りチャーハンを食べる。

７.６１０.２８２.２４.８７.６８７.６１６. あんこ入りの餅のはいったお雑煮を
食べる。

２.５２０.２７７.３６.７１６.２７７.１ １. 天ぷらにウスターソースをかけて食
べる。

０.８２２.０７７.１３.８２４.８７１.４ ２. ご飯にマヨネーズをかけて食べる。

３８.１５７.６４.２６０.０３５.２４.８ ４. 砂糖をいれて甘く味付けされた厚焼
き卵（玉子焼き）を食べる。

１.７１３.６８４.７０.０８.７９１.３ ９. トンカツののったラーメンを食べる。

０.０１７.８８２.２１.０１６.２８２.９１３. ライス（ごはん）にウスターソース
をかけて食べる。

０.８９.２８９.９２.９４.８９２.４ ３. ラーメンとおでんを一緒に食べる。

７２.９２４.６２.５７５.０１５.４９.６ ５. お好み焼きにマヨネーズをかけて食
べる。

３.４１６.０８０.７１.９９.７８８.３ ２. 天ぷらにお好みソースをかけて食べ
る。

５.９１６.９７７.１４.８１８.１７７.１１０. たっぷりのトウガラシのはいったつ
け汁で冷麺を食べる。

０.８１０.１８９.１３.８１１.４８４.８１６. カツ丼にマヨネーズをかけて食べる。

１９.３４７.１３３.６２９.８２３.１４７.１ １. ラーメンに生卵を落として食べる。

２２.９３８.１３９.０３４.３２７.６３８.１ ８. 納豆に生卵を入れて食べる。

０.８１０.２８９.０１.９１３.３８４.８ ３. 鉄火巻き（鉄火丼）にマヨネーズを
かけて食べる。

１.７１０.１８８.２１.９１５.５８２.５ ４. ブロッコリーの天ぷらを食べる。

０.０３.４９６.６１.００.０９９.０ ５. みそ汁に「かっぱえびせん」を入れ
て食べる。

０.０２.５９７.５０.０７.６９２.４ １. ラーメンにマヨネーズを入れて食べ
る。

０.８１０.１８９.１４.８１１.４８３.８ ８. ホルモンの煮込みのはいったうどん
を食べる。

０.０８.４９１.６１.０１６.２８２.９ ７. 生トマトにウスターソースをかけて
食べる。

４.２１８.５７７.３７.６１１.４８１.０１０. カレーに醤油をかけて食べる。

０.０５.９９４.１１.０６.７９２.４ ６. エビの天ぷらののったラーメンを食
べる。

２.５７.６８９.８１.９３.８９４.３ ４. お好み焼きとおでんを一緒に食べる。

０.００.０１００.０１.０２.９９６.２ ６. 冷や奴にマヨネーズをかけて食べる。

０.８３.４９５.８０.０１０.５８９.５ ４. 納豆の入ったサンドイッチを食べる。

０.０３.４９６.６０.０４.８９５.２ ７. コーラを鍋で沸かしたもの（ホット
コーラ）を飲む。

０.０３.４９６.６０.０１.０９９.０ ８. コーラを鍋で沸かしたものにショウ
ガを入れて飲む。
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―　　―１５７

「よく　
食べる」

「食べたこ
とがある」神戸（n ＝３９）広島（n ＝１０３）名古屋（n ＝８８）
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ない　

８.９５*１１.１６２.６２０.５７６.９８.９１５.８７５.２１.１３.４９５.４

０.９１*１０.４２５.１１５.４７９.５５.９２２.５７１.６７.０１１.６８１.４

６.５６*１０.４１１０.３２８.２６１.５８.７３５.０５６.３１１.４３３.０５５.７

５.０７*１０.２１５.１３８.５５６.４２.０３９.２５８.８５.８１９.８７４.４

８.６８*９.９２３０.８５９.０１０.３４４.１４７.１８.８５２.３３４.９１２.８

２.２１*９.６５０.００.０１００.０１.０９.７８９.３１.２３.５９５.３

５.２５*９.６２０.０１０.５８９.５０.０１１.９８８.１２.３３.４９４.３

２.９０*９.５６０.０１２.８８７.２１.９１６.５８１.６３.４５.７９０.８

２.６４９.２６９７.４２.６０.０７３.５２０.６５.９７９.１１５.１５.８

７.１６９.０２５.１１７.９７６.９７.８２２.３６９.９１.１８.０９０.９

３.２４９.００２.６５.１９２.３９.８２４.５６５.７７.０１０.５８２.６

３.１４８.９９２.６２０.５７６.９１.０１４.９８４.２２.３３.５９４.２

３.０２８.９８２５.６３３.３４１.０２９.１３７.９３３.０２６.４３６.８３６.８

５.４８８.０４４１.０２５.６３３.３２４.５３３.３４２.２３２.６１７.４５０.０

６.９６７.９７７.７２０.５７１.８５.９２４.５６９.６４.７１６.３７９.１

３.４７７.８５２.６７.７８９.７４.９１３.６８１.６１.１３.４９５.５

５.３６７.１１０.００.０１００.００.０１.９９８.１２.３０.０９７.７

７.０９０.０１２.８８７.２０.０６.９９３.１０.０３.５９６.５

８.５２７.０３０.０１７.９８２.１１.０７.９９１.１５.８３.５９０.７

４.７７７.０００.０５.１９４.９２.９１０.７８６.４２.３５.７９２.０

４.５８６.７８７.７１２.８７９.５２.９１４.６８２.５２.３５.７９２.０

４.７７６.６３２.６０.０９７.４２.９２.９９４.２３.４１.１９５.４

５.８４６.２７０.０１０.３８９.７１.０１２.９８６.１５.７５.７８８.５

３.０７６.０５２.６５.１９２.３２.０３.９９４.１２.３１.２９６.５

５.１４５.９３２.６７.７８９.７１.０７.８９１.２３.５３.５９３.０

４.２４５.９１０.００.０１００.００.０１.９９８.１１.２０.０９８.８

４.２４５.６４０.００.０１００.００.０１.０９９.０１.２０.０９８.８
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―　　―１５８

東京（n ＝１１９）北海道（n ＝１０５）
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る　
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ある　

食べた
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２１.８５０.４２７.７３５.２３７.１２７.６１４. 焼きそばにマヨネーズをかけて食べ
る。

１.７６.８９１.５３.８９.５８６.７ ６. 冷や奴にときがらしをつけて食べる。

０.０３.４９６.６０.０１.０９９.０ ５. 馬ホルモンを食べる。

３.４７.６８９.１２.９１０.５８６.７１２. チャンポンや皿うどんにウスター
ソースをかけて食べる。

２.５１２.６８４.９２.９１２.４８４.８１０. カレーにマヨネーズをかけて食べる。

０.０９.２９０.８１.９７.６９０.５１８. お好みソースで味付けしたパスタ
（スパゲティ） を食べる。

５.９１５.３７８.８７.６１６.２７６.２ ３. 納豆にマヨネーズをかけて食べる。

０.００.８９９.２０.０１.９９８.１ ４. 豚モツの酢漬けを食べる。

０.８２.５９６.６０.０１.９９８.１ ７. お茶漬けの具にトンカツをのせて食
べる。

１.７１０.１８８.２５.７１０.５８３.８ ９. チャーハンにマヨネーズをかけて食
べる。

０.０４.２９５.８１.９２.９９５.２ ２. 納豆に塩を入れて食べる。

０.００.０１００.００.０１.０９９.０１５. お茶漬けにマヨネーズをかけて食べ
る。

０.００.０１００.００.０１.０９９.０ ７. 湯豆腐にケチャップをかけて食べる。

０.０２.５９７.５０.０１.９９８.１１１. おでんにマヨネーズをつけて食べる。

４１.５２８.０３０.５４３.８２０.０３６.２ ５. 冷や奴にすりおろしたショウガをつ
けて食べる。

０.８４.２９４.９１.９２.９９５.２１２. あん入りの赤飯おにぎりを食べる。

０.０１.７９８.３０.０１.０９９.０１１. お粥（七草粥など）に砂糖をかけて
食べる。

０.０４.２９５.８０.０２.９９７.１ ７. すき焼きにマヨネーズをかけて食べ
る。

０.００.８９９.２０.０１.０９９.０１７. カレー味のお茶漬けを食べる。

２０.３４１.５３８.１１９.０３３.３４７.６ ３. バタートーストに砂糖をまぶして食
べる。

０.０１.７９８.３０.０２.９９７.１１０. 砂糖の入った白みそ仕立てのみそ汁
を飲む。

１.７１５.１８３.２１.９１５.５８２.５１６. 天ぷらソバからソバを抜いたものを
食べる。

０.８２.５９６.６０.０１.９９８.１ ２. あんこや白玉の入ったコーヒー （小
倉コーヒー） を飲む。

０.００.０１００.００.００.０１００.０１４. 冷やしたみそ汁にアイスクリームを
浮かべて飲む。

０.００.０１００.００.００.０１００.０ ８. アイスクリームにマヨネーズをかけ
て食べる。
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―　　―１５９
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とがある」神戸（n ＝３９）広島（n ＝１０３）名古屋（n ＝８８）
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よく
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る　

食べた
ことが
ある　

食べた
ことが
ない　

よく
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る　

食べた
ことが
ある　

食べた
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ない　

８.７６５.４９４８.７４３.６７.７３６.６４０.６２２.８２７.９３０.２４１.９

４.３２５.４６０.０１５.４８４.６５.９８.８８５.３３.５３.５９３.０

８.４７５.３１０.０５.１９４.９０.０２.０９８.０２.３０.０９７.７

２.０９５.０１５.１１０.３８４.６２.０６.９９１.２１.１２.３９６.６

１.７４４.６８５.１１５.４７９.５５.０１３.９８１.２２.３４.７９３.０

６.５８４.４７２.６０.０９７.４０.０６.９９３.１０.０４.７９５.３

４.８６４.３６１２.８２０.５６６.７２.９１８.６７８.４５.８８.１８６.０

２.８４４.１８０.００.０１００.０１.０４.０９５.０１.２１.２９７.７

５.２４４.０７０.０７.７９２.３０.０５.０９５.０２.３５.８９１.９

４.９８３.７７２.６１５.４８２.１２.０１１.０８７.０１.２４.７９４.２

４.４６３.５８０.０２.６９７.４０.０３.９９６.１１.２０.０９８.８

３.２９０.００.０１００.００.００.０１００.００.００.０１００.０

２.７９０.００.０１００.００.０２.０９８.００.０１.２９８.８

４.６５２.７１２.６２.６９４.９２.００.０９８.０１.２１.２９７.７

７.０２２.６０４３.６２３.１３３.３２７.５３０.４４２.２５１.２２７.９２０.９

３.３８２.３７０.００.０１００.００.０２.０９８.０２.３２.３９５.３

２.１２０.０２.６９７.４０.０２.０９８.００.００.０１００.０

２.１１０.００.０１００.００.０４.０９６.００.０２.３９７.７

２.０８０.００.０１００.００.００.０１００.００.００.０１００.０

１.７３１.４２２８.２３８.５３３.３２２.３４０.８３６.９２５.６３４.９３９.５

４.２４１.０６０.０２.６９７.４０.０３.９９６.１１.２３.５９５.３

９.０８０.４６２.６１５.４８２.１３.９１２.６８３.５９.１１５.９７５.０

５.２７０.２３０.０２.６９７.４０.０２.９９７.１２.３２.３９５.３

４.２３０.００.０１００.００.００.０１００.０１.２０.０９８.８

０.００.０１００.００.００.０１００.００.００.０１００.０

* p ＜ .０５,  ** p ＜ .０１,  *** p ＜ .００１
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　広島は，「８. お好み焼きにスルメの天ぷらを入れてたべる。」「６. 豚ホ

ルモンの天ぷらを食べる。」に対して「よく食べる」と回答した人数比が，

他の４地区と比較して有意に高く，「７. お好み焼きに紅ショウガを入れて

（かけて）食べる。」に対して「よく食べる」と回答した人数比が，他の４

地区と比較して有意に低かった。

　神戸は，「１１. 豚まん（肉まん）にウスターソースをかけて食べる。」「３. 

お好み焼きの具に牛スジの煮込みを入れて食べる。」「１２. 漬物にマヨネー

ズをつけて食べる。」に対して「よく食べる」と回答した人数比が，他の

４地区と比較して有意に高かった。ただし，「３. お好み焼きの具に牛スジ

の煮込みを入れて食べる。」については名古屋の値も高く（神戸：１５.４ ％，

名古屋：１４.０ ％），また「１２. 漬物にマヨネーズをつけて食べる。」について

は他地区の回答者がゼロであるのに対して神戸地区の回答者が１名であっ

たが故に生じた結果であることから，必ずしも地域を特徴づけるものとは

いいがたい。方法でふれたように，神戸地区はサンプル数もすくなく，ま

た回答者の性も女性に限定されている。大阪，神戸地区がウスターソース

嗜好に特徴づけられるかどうかについては，現調査の範囲では明確ではな

い。

　東京は，本調査項目の範囲において特に顕著な特徴はみられていない。

しかしながら，「２. 豚肉でつくった肉じゃがを食べる。」に対して「よく食

べる」と回答した人数比が，北海道の次に高く（北海道：６０.０ ％， 東京：

４７.９ ％），また「１. 牛肉でつくった肉じゃがを食べる。」に対して「よく

食べる」と回答した人数比がもっとも低い（東京：３７.８ ％，北海道：３９.０ 

％）ことから，豚肉を嗜好するという特徴がみられる。調査地点が限られ

ているので一般化することは危険であるが，東日本の豚肉嗜好，西日本の

牛肉嗜好という特徴を反映しているものと考えられる。

３-２.　好悪の地域差

　Table ２ に，食の組み合わせに対する好悪について地域差のみられた項
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目を， ５つの地域別に示した。回答は４件法によるものであったが，ここ

では「おいしい」と「まずい」を選んだ人数比のみを示した。

　特定の項目に対して高い摂取頻度を示した地域は，当該項目に対する

「おいしさ」を選択する比率も高い傾向にあり，同時に「まずい」の選択率

の低い傾向が見られた。例えば，「６. 栗の甘露煮の入った甘い味付けの茶

碗蒸しを食べる。」「５. 甘納豆の入った甘い味付けの赤飯を食べる。」に対

して「おいしい」と回答した人数比は北海道が最も高く，「まずい」と回答

した人数比はもっとも低かった。また「１. 納豆に砂糖を入れて食べる。」

「１３. トマトに砂糖をまぶして食べる。」に対して「おいしい」と回答した

人数比も北海道が最も高く，「まずい」と回答した人数比はもっとも低かっ

た。摂取頻度においては有意な地域差は見られなかったが，「１２. あん入り

の赤飯おにぎりを食べる。」に対して「おいしい」と回答した人数比も北

海道が最も高かった。この項目に対して「よく食べる」の選択率は１.９ ％，

「食べたことがある」の選択率は２.９ ％ であることを考慮すると，「おいし

い」の選択率が２８.２ ％ であることは注目される。「甘い味付けの赤飯」に

対する好みの高さから汎化したものではないかと考えられる。北海道は，

摂取頻度だけでなく好悪の側面からも甘味嗜好に特徴づけられる地域性を

もつといえよう。一方で，「８. ホルモンの煮込みのはいったうどんを食べ

る。」に対して「おいしい」と回答した人数比は東京都と北海道が高く，

「１２. チャンポンや皿うどんにウスターソースをかけて食べる。」に対して

「おいしい」と回答した人数比も北海道が最も高かったが，「８. カレーにウ

スターソースをかけて食べる。」に対して「まずい」と回答した人数比は北

海道が最も高いという結果が得られた。これらの特徴から，甘味嗜好のみ

ならず他の側面においても北海道は比較的独自の食嗜好を示すといえよう。

　「１. バタートーストにあんこを塗ったもの（小倉トースト）を食べる。」

に対して「おいしい」と回答した人数比は，摂取頻度同様に，名古屋地区

が最も高かった。一方，「９. トコロ天に黒蜜をかけて食べる。」に対して

「おいしい」と回答した人数比は，名古屋が５２.３％ ともっとも高かったが，
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Table ２　５つの調査地別の「おいしい」「まずい」の

「おいしい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

**８４.９０７.７８.７１１.６６.８５３.３ ５. 甘納豆の入った甘い味付けの
赤飯を食べる。

**５４.２６２０.５２３.３２０.９１６.１６４.８ ６. 栗の甘露煮の入った甘い味付
けの茶碗蒸しを食べる。

**２２.３５６９.２４２.２６７.４３０.５３５.９ ４. 冷やし中華 （冷麺） にマヨネー
ズをかけて食べる。

**１８.６６１５.４８.７１６.１３１.１１２.６ ２. ラーメンに酢をおとして食べ
る。

**１７.３０２.６２.９４.７４.２１５.５ １. 納豆に砂糖を入れて食べる。

**１６.６０５.１１２.９７.０１０.２２５.２１２.あん入りの赤飯おにぎりを食べ
る。

**１３.９０２.６６.９１２.８２０.３７.８１５. わさびの入ったアイスクリー
ムを食べる。

*１２.６６３８.５２６.７１１.４２９.４１８.３１１. 豚まん（肉まん）にウスター
ソースをかけて食べる。

*１２.１２７.７１９.４８.０２６.１１６.５ ９. カレーにお好みソースをかけ
て食べる。

*１１.８４３３.３３５.０１４.８１９.３１９.６ ２. 天ぷらにお好みソースをかけ
て食べる。

*１１.５８１７.９３７.９１７.４２４.６１８.４ ６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。

*１０.４４１２.８１５.８９.３１８.６２８.２１３.トマトに砂糖をまぶして食べる。

*１０.３９３８.５５８.３７７.９５９.３４７.６ １. バタートーストにあんこを塗ったも
の （小倉トースト） を食べる。

*１０.３３１２.８８.９２.３３.４２.９１１.おでんにマヨネーズをつけて食
べる。

*１０.２４３５.９３６.９２９.５１７.６２１.４ １. 天ぷらにウスターソースをか
けて食べる。

*１０.２３３０.８２５.７１５.１３６.１３６.９ ８. ホルモンの煮込みのはいった
うどんを食べる。

*９.９２２０.５１４.７１０.２２３.５２８.２１２. チャンポンや皿うどんにウス
ターソースをかけて食べる。

４.５４４６.２３８.８４３.２３８.７２７.２ ８. カレーにウスターソースをか
けて食べる。

４.４２５.１１０.７１８.６１２.７１３.６ ２. あんこや白玉の入ったコー
ヒー（小倉コーヒー）を飲む。

３.１３８７.２７２.３５９.３７０.６６９.９１４.焼きそばにマヨネーズをかけて
食べる。

４.８０３５.９４８.０２９.１３７.３３５.３ ８.お好み焼きにスルメの天ぷらを
入れてたべる。

１.９３３５.９４４.１５２.３４４.１４８.５ ９.トコロ天に黒蜜をかけて食べる。

３.４４０.０１.００.００.００.０ ８. アイスクリームにマヨネーズ
をかけて食べる。

４.１７２３.１３５.９３０.７３９.５２７.２ ５. あんこ入りまんじゅうの天ぷ
らを食べる

１.１３３３.３３５.３２９.９３０.５２７.５ ４.お好み焼きとおでんを一緒に食
べる。
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回答者比率と地域差

「まずい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

**２４.００５９.０３９.８３２.６５５.９１９.０

**１４.７８４３.６３５.９２７.９４０.７１５.２

**１４.７４５.１２７.５９.３２４.６２７.２

８.０８２０.５４１.７２８.７３１.９４５.６

６.１９６６.７６８.６５３.５６６.９４６.６

９.０３４８.７５７.４３９.５５４.２３３.０

**１３.８４５５.３４９.５２４.４３８.１５６.３

６.２６１２.８１８.８２３.９１０.９２１.２

５.１２３０.８２１.４２９.５２１.０３４.０

９.０４２０.５９.７１２.５２１.８２４.５

９.４０１５.４１３.６２０.９１６.９３１.１

４.６７３３.３４４.６４０.７４２.４２８.２

８.２３２５.６１３.６８.１１２.７２０.４

５.９７３８.５５４.５４７.７６７.２５５.３

**１８.１２１０.３４.９４.５１８.５２０.４

６.３５１０.３１６.８１９.８９.２２０.４

８.００４１.０３５.３３３.０２４.４１９.４

*１２.１１１７.９８.７６.８１６.８２３.３

*９.７７５９.０５１.５２６.７４０.７４７.６

８.０４０.０４.０１１.６５.９４.９

８.０３７.７８.８１５.１１６.９２２.５

７.８３１５.４１８.６５.８１９.５１２.６

７.２８７１.８７１.３５１.２８０.７７９.６

７.２６４３.６２１.４２３.９２５.２３４.０

７.１２５.１１０.８１０.３１８.６１８.６
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「おいしい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

３.８３３０.８５１.５４８.９４８.７５６.３１６.天ぷらソバからソバを抜いたも
のを食べる。

３.７１２３.１３５.３２１.８３０.３２６.５ ３. ラーメンとおでんを一緒に食
べる。

６.４８４１.０４３.１３０.２２５.４３０.１ ３. 鉄火巻き （鉄火丼） にマヨネー
ズをかけて食べる。

１.０１２.６２.９１.２３.４２.９ ７. 湯豆腐にケチャップをかけて
食べる。

１.８１１５.４２０.２１７.４２３.５２３.５ ７.お茶漬けの具にトンカツをのせ
て食べる。

６.０２１５.４２４.３１１.６１４.４２１.８ ９. トンカツののったラーメンを
食べる。

３.９０２.６３.００.００.８１.０１１. お粥（七草粥など）に砂糖を
かけて食べる。

８.３３２８.２２８.４１７.４１２.７１９.４ ２. ご飯にマヨネーズをかけて食
べる。

２.５８１７.９１３.７２０.０１２.７１２.６ ４. 納豆の入ったサンドイッチを
食べる。

９.１３４３.６４５.５２６.７３５.３５２.４ ６.トンカツに醤油をかけて食べる。

３.７８５.１４.９１０.２７.６１１.７ ７. 生トマトにウスターソースを
かけて食べる。

３.５４７６.９６２.４５３.５６０.５７０.９ ３.お好み焼きの具に牛スジの煮込
みを入れて食べる。

７.５４０.０１５.５１０.３１０.２１５.７１７. カレー味のお茶漬けを食べる。

９.２５２８.２２７.７１６.３１５.１３１.１１６. カツ丼にマヨネーズをかけて
食べる。

０.９９８２.１８８.０７６.７８４.９８８.６ ２. 豚肉でつくった肉じゃがを食
べる。

７.１１５.１９.９４.７８.４１５.５ ７.すき焼きにマヨネーズをかけて
食べる。

２.７５５６.４７０.９６０.９５６.３５５.３ １. ラーメンに生卵を落として食
べる。

８.７３０.０４.００.００.０１.９１５. お茶漬けにマヨネーズをかけ
て食べる。

０.９４４６.２４３.６３６.０４１.２４０.４１３.ピザにマヨネーズをかけて食べ
る。

０.８４２.６２.０１.２１.７２.９１０. 砂糖の入った白みそ仕立ての
みそ汁を飲む。

８.７４２８.２２５.２２７.６３２.８４６.６ ４. ブロッコリーの天ぷらを食べ
る。

２.５００.００.０１.２０.８０.０１４.冷やしたみそ汁にアイスクリー
ムを浮かべて飲む。

４.６８４６.２６６.０７３.３７３.５７８.１ ４.砂糖をいれて甘く味付けされた
厚焼き卵 （玉子焼き） を食べる。

５.４３２３.１２３.８１０.５１６.８１６.５１０. カレーにマヨネーズをかけて
食べる。

２.２７６１.５５７.８７４.４６９.５６７.３ ５. 冷や奴にすりおろしたショウ
ガをつけて食べる。

５.９４７１.８５６.９４０.９４９.２４８.５１４. カレーに生卵を入れて食べる。

０.５５６４.１６０.８５４.７６１.０６０.２ ８. 納豆に生卵を入れて食べる。



瀬戸山・青山・長谷川・坂井・増田・柴田・今田：食の問題行動に関する臨床発達心理研究 （ ３ ）

―　　―１６５

「まずい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

６.７４１７.９４.９６.８７.６６.８

６.６３１０.３９.８６.９１８.５１４.７

６.５７１５.４１７.６２４.４３１.４３０.１

６.５５６４.１６６.７４０.７５８.５６４.１

６.２９３５.９２４.２２３.３３７.８３７.３

６.０７４３.６２４.３２９.１３６.４４０.６

６.０６５９.０６５.３４３.０６７.８６５.０

５.７９２８.２３４.３３２.６４８.３３４.０

５.６７４１.０３４.３２９.４４５.８４７.６

５.６６１０.３５.９１６.３１０.１７.８

５.５６４１.０５２.９４４.３６３.６４６.６

５.５１５.１５.９１１.６３.４７.８

５.３２５３.８３６.９３２.２４６.６４８.０

５.２４２３.１２０.８３３.７３４.５２５.２

５.１３２.６１.０３.５０.８０.０

４.９６３０.８４０.６４３.０４２.０５５.３

４.６３１２.８７.８６.９７.６１４.６

４.５９６９.２６２.４４８.８７２.３６３.１

４.５２５.１１９.８１７.４１６.８２１.２

４.４５４８.７５８.８４６.５６６.１６４.１

４.３４１０.３２４.３１６.１２４.４２１.４

４.２４７４.４７５.５５４.７７７.１７２.８

４.００１７.９９.７７.０９.４１３.３

３.９４２８.２２９.７３１.４４２.９３７.９

３.９１１２.８７.８４.７５.９１０.６

３.７０１２.８６.９８.０１１.０１４.６

３.５６１２.８１１.８７.０１１.９１６.５
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「おいしい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

１.５４８２.１７４.８６５.１７２.９６７.３ ３. バタートーストに砂糖をまぶ
して食べる。

４.５３５１.３５０.５３４.９３７.９４８.５１５. ウスターソースで味付けした
エビ入りチャーハンを食べる。

１.４３５.１７.０３.５４.２５.８ ４. 豚モツの酢漬けを食べる。

７.８８７.７８.８３.５２.５１.９ ６. 冷や奴にマヨネーズをかけて
食べる。

５.０６１０.３４.０２.３３.４２.９１２. 漬物にマヨネーズをつけて食
べる。

１.９５１０.５７.８５.８５.１８.７ １. ラーメンにマヨネーズを入れ
て食べる。

１.８１０.０２.９１.２２.５２.９ ７. コーラを鍋で沸かしたもの
（ホットコーラ）を飲む。

０.８８９７.４９５.０８８.４８９.１８４.８ １. 牛肉でつくった肉じゃがを食
べる。

５.２４２３.１４６.１３１.４４０.７３８.８１０. たっぷりのトウガラシのは
いったつけ汁で冷麺を食べる。

５.９８１０.３１７.５１１.５１３.４２３.３１９. カレーにタバスコを入れて食
べる。

３.９５１８.４１２.７８.０１５.３１７.５１３. ライス（ごはん）にウスター
ソースをかけて食べる。

４.８６０.０３.９１.２０.９３.９ ８. コーラを鍋で沸かしたものに
ショウガを入れて飲む。

１.８７１００.０８２.２８８.４９６.６８６.４ ５. お好み焼きにマヨネーズをか
けて食べる。

２.６５１５.４２０.６１１.５１６.９１４.６１８. お好みソースで味付けしたパ
スタ （スパゲティ） を食べる。

４.８６２３.１１１.８１３.６２１.８１９.４ ３. 紅ショウガの天ぷらを食べる。

８.４４３８.５２６.７１６.３１８.５２９.１ ９. チャーハンにマヨネーズをか
けて食べる。

３.１８２０.５２４.８１７.４１４.５１８.４ ６.冷や奴にときがらしをつけて食
べる。

２.５８６６.７５３.９７０.６６６.１６８.６ ７. お好み焼きに紅ショウガを入
れて（かけて）食べる。

０.９２７.７５.９９.３８.５６.９ ２. 納豆に塩を入れて食べる。

２.１９２５.６３９.８４１.９４１.５３８.２ ６. エビの天ぷらののったラーメ
ンを食べる。

３.４４１７.９３１.４２４.４２１.２２８.２１６. あんこ入りの餅のはいったお
雑煮を食べる。

７.５１２８.２１４.６９.２１８.５２１.４１０. カレーに醤油をかけて食べる。

０.８９７.７１０.９７.０９.２８.７ ５. 馬ホルモンを食べる。

４.８４５.１１６.５１０.３１７.８１２.９ ５. みそ汁に「かっぱえびせん」
を入れて食べる。

２.９３２８.２２６.５１８.６２５.４３１.１ ３. 納豆にマヨネーズをかけて食
べる。
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「まずい」

χ２神戸広島名古屋東京北海道

３.１０２.６８.７４.７４.２６.７

３.０６７.７６.９１４.０７.８９.７

２.９２２５.６２８.０３１.４３２.８３９.８

２.９０４８.７４７.１４１.９５５.９５６.３

２.８２６１.５６７.３５０.０６５.５５９.２

２.７７５２.６５５.９４４.２６０.２５９.２

２.６９６４.１６６.７５２.３６９.５６８.０

２.５４０.００.０１.２０.８１.９

２.５２３０.８１８.６２３.３１９.５２４.３

２.４１３５.９２４.３２６.４３２.８３２.０

２.２０２８.９４０.２２９.５３３.９３１.１

２.１９５９.０６０.８５０.０６４.１６５.０

２.０３０.０３.０１.２１.７２.９

１.７７３８.５３０.４３６.８３３.９４０.８

１.７２２０.５３１.４２９.５３３.６３０.１

１.６３２３.１２３.８３２.６２６.９２６.２

１.６０２５.６２０.８１６.３２３.１２２.３

１.４０１２.８１１.８８.２８.５１１.８

１.１４３０.８３８.２３４.９３９.０３２.４

０.９８１７.９１１.７１２.８１４.４１４.７

０.９１３３.３２６.５２７.９３１.４３２.０

０.８８２５.６２８.２２８.７２３.５２９.１

０.８４２０.５１７.８２２.１２０.２２３.３

０.４０３８.５４１.７３６.８４０.７４１.６

０.４０３０.８３１.４２６.７２８.８３０.１

* p ＜ .０５,  ** p ＜ .０１,  *** p ＜ .００１
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地域差は有意ではなかった。同様に，「４. 冷やし中華（冷麺）にマヨネー

ズをかけて食べる。」に対して「おいしい」と回答した人数比は，摂取頻

度同様に，神戸地区とともに名古屋地区が高かったが，「１３. ピザにマヨ

ネーズをかけて食べる。」に対して「おいしい」と回答した人数比の地域差

は有意でなかった（さらに，名古屋は３６.０ ％ と最も低い値を示した）。摂

取頻度（Table １）で見られた名古屋の特徴である甘味嗜好とマヨネーズ嗜

好は，前者については好悪（Table ２）からも同様な特徴がうかがえたが，

後者については必ずしも明瞭なものではなかった。これは，摂取頻度（行

動）と好悪（感情）が必ずしも対応しているものでないこと，またマヨネー

ズへの好みは今回の調査対象である青年期女子においては地域を越えて比

較的共通するためであると考えられる。これらの点に関しては項を改めて

分析していきたい。

　「６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。」および「８. お好み焼きにスルメの

天ぷらを入れてたべる。」に対して「おいしい」と回答した人数比は，広

島地区が，摂取頻度同様に，最も高く，有意な地域差が見られた。摂取頻

度と好悪とのつよい関連性を示唆するものであるが，「７. お好み焼きに紅

ショウガを入れて（かけて）食べる。」の好悪については有意な地域差は見

られなかった。

　神戸地区については，「４. 冷やし中華（冷麺）にマヨネーズをかけて食

べる。」「１１. 豚まん（肉まん）にウスターソースをかけて食べる。」「２. 天

ぷらにお好みソースをかけて食べる。」「１１. おでんにマヨネーズをつけて

食べる。」「１. 天ぷらにウスターソースをかけて食べる。」の５項目に対し

て「おいしい」と回答した人数比が一貫して高く，ウスターソースとマヨ

ネーズに対する嗜好の強いことがうかがわれる。ただし，神戸地区はサン

プル数もすくなく，また回答者の性も女性に限定されている。サンプル数

を増やした上でのより詳細な分析が必要とされる。

　東京地区については，摂取頻度（Table １）からは特徴的なものは見られ

なかったが，好悪については「２. ラーメンに酢をおとして食べる。」「１５．
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わさびの入ったアイスクリームを食べる。」「９. カレーにお好みソースをか

けて食べる。」「８. ホルモンの煮込みのはいったうどんを食べる。」の４項

目に対して「おいしい」と回答した人数比が他地域と比較して高いという

結果であった。しかしながらこれら４項目に共通する特徴は見いだしがた

い。食べたことのないものに対する好悪評価については「そのあじを想像

しながら答えてください」と教示していることから，食べたことのないも

のを，おいしいと予測する傾向が東京地区には強いことが示唆される。こ

れについても項を改めて検討していく。

３-３.　摂取頻度と好悪の関連性

　摂取頻度と好悪の関連を検討するために，両者の相関関係を求めた。摂

取頻度については，「よく食べる」を２点，「食べたことがある」を１点，

「食べたことがない」を０点とし，また好悪については，「おいしい」を１

点，「おいしくもまずくもない」を０点，「まずい」を－１点とし，地域別

かつ５地域を合わせた調査対象者についてその相関係数を求めた。なお，

「想像できない」と回答した者は計算外とした。

　「８. アイスクリームにマヨネーズをかけて食べる。」については，全員が

「食べたことがない」を選んだために相関係数は算出不能であった。残る７６

項目のうち，「１１. お粥（七草粥など）に砂糖をかけて食べる。」「７. コー

ラを鍋で沸かしたもの（ホットコーラ）を飲む。」「７. 湯豆腐にケチャップ

をかけて食べる。」「６. エビの天ぷらののったラーメンを食べる。」「１７. カ

レー味のお茶漬けを食べる。」の５項目には相関関係がみられなかったが

（同順で，r ＝０.０９，r ＝０.０８，r ＝０.０７，r ＝０.０６，r ＝０.０４），それら以外の

７１項目では有意な正の相関が見られた（r ＝０.６７から０.１１，平均 r ＝０.３９，

ps ＜０.０５）。すなわち全７７項目中７１項目において，摂取頻度と好悪について

有意な正の相関関係がみられた。食べたことのないものは「まずい」と評

価（予測）する傾向があり，またよく食べるものほど「おいしい」と評価

する傾向があるといえよう。



広島修大論集　第 ４７ 巻　第２号（人文）

―　　―１７０

Table ３　２８項目の摂取頻度と好悪

名東　京北海道

好み頻度rn好み頻度rn好み頻度

０.３２０.５６**０.３０１０８–０.０１０.２５**０.３９８４０.０１０.３０ １. 天ぷらにウスターソースをか
けて食べる。

０.４１０.６１***０.４２１１００.２４０.４５***０.４２９００.０４０.２７ ８.カレーにウスターソースをかけ
て食べる。

０.４４０.３５***０.５１１０５０.４３０.５１***０.４５９００.３９０.５５１４.カレーに生卵を入れて食べる。

０.６００.９０***０.５０１１１０.５２０.８６***０.５８９５０.４４０.８５ １.ラーメンに生卵を落として食
べる。

–０.１９０.２４***０.６３１０６–０.０１０.４８***０.４９８５–０.４００.１２ ２.ラーメンに酢をおとして食べる。

０.６６１.２６***０.５０１１６０.５９１.１８***０.４９１０００.５８１.１９ ７. お好み焼きに紅ショウガを入
れて（かけて）食べる。

０.１１０.２４**０.３０１０２０.２５０.２９**０.３４９００.１７０.２８１０. たっぷりのトウガラシのはいっ
たつけ汁で冷麺を食べる。

０.７３１.２２***０.３９１０９０.５００.４３n.s.０.１９８９０.３１０.１２ １. バタートーストにあんこを塗った
もの （小倉トースト） を食べる。

０.７１０.８６***０.３５１１６０.７００.８２***０.４３９５０.６６０.７１ ３. バタートーストに砂糖をまぶし
て食べる。

０.６８１.４０**０.３１１１６０.６５１.３４***０.４４１０４０.６５１.５５ ４. 砂糖をいれて甘く味付けされた
厚焼き卵 （玉子焼き） を食べる。

–０.３３０.１２***０.４７９９–０.５９０.１０***０.４７９７０.３７１.１９ ５. 甘納豆の入った甘い味付け
の赤飯を食べる。

–０.１００.１９n.s.０.１６１０４–０.２８０.１４***０.４８１０００.５２１.２９ ６. 栗の甘露煮の入った甘い味
付けの茶碗蒸しを食べる。

０.５４０.７４***０.３８１０８０.２７０.４１n.s.０.２０９２０.４００.３２ ９.トコロ天に黒蜜をかけて食べる。
–０.４７０.１３***０.４８１０４–０.２７０.１８***０.６５８９０.０００.５２１３.トマトに砂糖をまぶして食べる。

–０.０５０.２６***０.５３９９–０.１２０.２５**０.３８８８–０.０５０.１７１６. あんこ入りの餅のはいったお
雑煮を食べる。

–０.１１０.２０***０.５５９６–０.０４０.２７***０.５１８６０.０１０.３１ ３. 納豆にマヨネーズをかけて食
べる。

０.７６１.３０***０.６０１１００.６８１.１１***０.６１１０００.５９１.０８ ５. 冷や奴にすりおろしたショウガ
をつけて食べる。

０.６２０.８３***０.５４１０８０.５４０.８４***０.５８９７０.４６０.９６ ８. 納豆に生卵を入れて食べる。

–０.１９０.３１***０.５６１０８–０.３９０.２４***０.４７９２–０.１６０.３２ ２.ご飯にマヨネーズをかけて食
べる。

０.０７０.２６**０.２９９８–０.０７０.１２**０.３５９２０.０００.１７ ３. 鉄火巻き（鉄火丼）にマヨ
ネーズをかけて食べる。

０.６３１.２７***０.６８１０３０.０７０.４５***０.５３９００.１００.３７ ４. 冷やし中華（冷麺）にマヨ
ネーズをかけて食べる。

０.８９１.７３***０.３６１１８０.９５１.７０***０.４２１０００.８６１.６５ ５. お好み焼きにマヨネーズをか
けて食べる。

０.２３０.４５***０.４１１０８０.２７０.２９***０.４８９５０.２１０.２９１３.ピザにマヨネーズをかけて食
べる。

０.５１０.８６***０.４６１１６０.６６０.９４***０.４２９７０.６９１.０８１４. 焼きそばにマヨネーズをかけ
て食べる。

０.８９１.５７n.s.０.１４１１７０.９０１.２７**０.２８１０３０.８４１.２４ １. 牛肉でつくった肉じゃがを食
べる。

０.７９１.１７***０.４３１１７０.８５１.３９**０.３０１０４０.８９１.５２ ２. 豚肉でつくった肉じゃがを食
べる。

０.５２０.４２n.s.０.１３１０１０.６７０.３０n.s.０.０９９６０.６８０.４３ ３. お好み焼きの具に牛スジの煮
込みを入れて食べる。

０.１５０.３４***０.４６１１１０.２７０.４７***０.４６９６０.４８０.７６ ６.トンカツに醤油をかけて食べる。
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の平均値，ならびに相関係数

５地域合計神　戸広　島古屋

rn好み頻度rn好み頻度rn好み頻度rn

***０.５０３９００.１７０.４０**０.５４３５０.２９０.４９***０.５９９４０.３５０.５２***０.６２６９

***０.４５４０３０.２６０.４５**０.５０３４０.３２０.４６***０.４７９００.３４０.５０**０.３８７９

***０.４６３９１０.４７０.５５**０.５３３５０.６６０.８５***０.４４９５０.５４０.６７**０.４０６６

***０.５１４２２０.５４０.８９***０.６０３７０.４６０.８５***０.５１１０１０.６４０.９６**０.３７７８

***０.６１３６０–０.２３０.２４**０.６２３０–０.０７０.２３***０.５１８１–０.４２０.１０***０.６５５８

***０.５４４３１０.５６１.１４**０.５７３８０.５５１.２１***０.６２９７０.４４０.９３***０.４８８０

***０.３７３８００.１９０.３０n.s.０.２２３２–０.０９０.１０***０.４７９００.３１０.４４**０.３７６６

***０.３９４０８０.４８０.４８**０.４８３４０.１５０.２６n.s.０.１７９４０.４９０.３７***０.６２８２

***０.４４４２３０.７００.８２**０.４７３９０.７９０.９５***０.４５１０００.６８０.８５***０.５５７３

***０.４９４４３０.６１１.３９**０.５５３８０.２９１.２１***０.６１１０１０.５７１.３５***０.５７８４

***０.５８３６２–０.２５０.３５n.s.–０.１３２９–０.６９０.０５*０.２７８２–０.３９０.１０**０.４７５５

***０.５２３７８–０.０１０.４０**０.５９３０–０.３００.１０**０.３８８６–０.１５０.０９***０.５２５８

***０.３３４０１０.３５０.４９**０.５０３６０.２２０.８２**０.３７９１０.２９０.４０**０.３１７４

***０.６０３６９–０.２５０.２８**０.５５３２–０.２５０.１８***０.６１８７–０.３３０.３０***０.７２５７

***０.４３３７４–０.０５０.２６n.s.０.２０３２–０.１９０.２６***０.４１９１０.０５０.３４***０.４９６４

***０.５２３６３–０.０４０.２８***０.７３３０–０.０３０.４６***０.４４８９–０.０６０.２５***０.４８６２

***０.６１４１９０.６３１.０８***０.７５３９０.４９１.１０***０.６１９１０.５６０.８５***０.４７７９

***０.６０４０２０.５３０.８８***０.７２３５０.５７１.０８***０.６２９６０.５２０.８２***０.６５６６

***０.５５３９９–０.１９０.３４***０.７２３５０.０００.４９***０.４９９７–０.０６０.４３***０.５９６７

***０.４０３８２０.０９０.２３**０.４８３３０.３００.３６***０.４３９１０.２９０.３６**０.４１６８

***０.６７４０００.２７０.６６***０.６５３６０.６９１.１３***０.６３９１０.１６０.５３***０.７１８０

***０.５６４４２０.８９１.７１n.s.３９１.００１.９７***０.７７１０１０.７９１.６８***０.６９８４

***０.４７４０４０.２６０.３６**０.５０３６０.４４０.４４***０.５２９４０.２６０.４３***０.４９７１

***０.５０４２９０.６７１.０４*０.４０３８０.８９１.４１***０.５９９８０.７０１.１４***０.５１８０

***０.３２４４２０.９１１.４４n.s.０.２８３９０.９７１.７９**０.３１９９０.９７１.６０***０.５４８４

***０.３７４３６０.８６１.２５**０.４９３７０.８４１.００*０.２６９８０.８９０.９７***０.４８８０

***０.２０３９５０.６４０.４０n.s.０.３２３８０.７４０.８２n.s.０.２０９１０.６３０.３２**０.３１６９

***０.４２３９８０.３５０.５３n.s.０.２４３６０.３６０.５６*０.２６９３０.４３０.５１***０.５２６２

* p ＜ .０５,  ** p ＜ .０１,  *** p ＜ .００１
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　このような傾向が地域を越えてどの程度一貫性があるかを検討するため

に，地域別の相関係数を算出した。なお「食べたことがない」に回答が集

中する項目が多かったために，「食べたことがない」の評価が５地域を合わ

せた全体の８０％をこえる項目については計算外とし，２８項目のみを対象と

した。２８項目中１８項目において， ５地域すべてに共通して有意な正の相関

関係がみられた（Table ３）。摂取頻度と好悪との相関関係は，地域という

変数の影響を受けないほぼ一貫したものであるといえよう。

３-４.　食物新奇性恐怖と食物摂取

　食物新奇性恐怖は食物選択の幅におおきな影響を与える。食物新奇性恐

怖傾向の高い者は食物の選択幅が狭く，また食物新奇性恐怖傾向の低い者

は食物の選択幅が広いと予測される。さらに「食べたことがない」項目に

ついても，食物新奇性恐怖傾向の高い者はそれらを「まずい」と予測する

傾向が高く，また食物新奇性恐怖傾向の低い者は「おいしい」と予測する

傾向が高いと考えられる。本項ではそれら２点について検討していく。

　神戸における調査では食物新奇性恐怖尺度が施行されなかったため，広

島，東京，北海道，名古屋の４地域のデータを用いて分析を行った。摂取

頻度については，「よく食べる」を２点，「食べたことがある」を１点，「食

べたことがない」を０点とした。食物新奇性恐怖尺度については，得点が

高いほど食物新奇性恐怖傾向が強くなるようにするため，尺度を構成する

１４の質問項目のうち， ３項目（項目３，項目９，項目１２）以外を逆転補正

し，得点を算出した（今田・米山，１９９８）。

　食物新奇性恐怖傾向と摂取頻度の関連を検討するため，両者の相関関係

を４地域別に，また４地域を合わせた調査対象者全員について求めた。

Table ４ にそれらの結果とともに摂取頻度の平均値を示した。７７項目のう

ち，有意な相関関係が見られたものは３１項目あり，そのすべてが負の相関

関係であった。すなわち，食物新奇性恐怖傾向が高いと食物の選択幅が狭

くなり，また食物新奇性恐怖傾向が低くなると食物の選択幅が広くなるこ
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とが示された。

　各地域ごとに見ていくと，広島では「１４. カレーに生卵を入れて食べる。」

「１０. たっぷりのトウガラシのはいったつけ汁で冷麺を食べる。」「１６. 天ぷ

らソバからソバを抜いたものを食べる。」「５. 甘納豆の入った甘い味付け

の赤飯を食べる。」で食物新奇性恐怖尺度得点と有意な負の相関関係が見ら

れた。

　東京地区では，「１. バタートーストにあんこを塗ったもの（小倉トース

ト）を食べる。」「３. 納豆にマヨネーズをかけて食べる。」「８. 納豆に生卵

を入れて食べる。」で食物新奇性恐怖尺度得点と有意な負の相関関係が見ら

れた。

　北海道地区では，「１３. ライス（ごはん）にウスターソースをかけて食べ

る。」「１４. カレーに生卵を入れて食べる。」「３. 納豆にマヨネーズをかけて

食べる。」「５. 冷や奴にすりおろしたショウガをつけて食べる。」「１４. 焼き

そばにマヨネーズをかけて食べる。」に対する回答で食物新奇性恐怖尺度得

点と有意な負の相関関係が見られた。「１３. ライス（ごはん）にウスター

ソースをかけて食べる。」，「５. 冷や奴にすりおろしたショウガをつけて食

べる。」の２項目においては，他の地域に相関関係が見られなかったことか

ら，北海道地区独自の社会文化規範の関与が考えられる。

　名古屋地区では，「９. カレーにお好みソースをかけて食べる。」「１. ラー

メンに生卵を落として食べる。」「９. トコロ天に黒蜜をかけて食べる。」「８.

納豆に生卵を入れて食べる。」において食物新奇性恐怖尺度得点と有意な負

の相関関係が見られた。また，名古屋地区でのみ「４. 冷やし中華（冷麺）

にマヨネーズをかけて食べる」において有意な負の相関関係がみられ，摂

取頻度も高いことから，食の組み合わせとして一般的であると推測される。

一方，「１. バタートーストにあんこを塗ったもの（小倉トースト）を食べ

る。」は食物新奇性傾向と相関関係になかったが，摂取頻度の高いことから，

この食べ方が名古屋地域に浸透し，新奇なものではなかったためと考えら

れる。
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Table ４　食物新奇性恐怖尺度得点

東京（FNP ＝４７.３１）北海道 （FNP ＝４８.６０）

rn摂取頻度rn摂取頻度

 ０.０７１１７０.０２ ０.０５１０１０.０５ ６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。

–０.１０１１７０.４５–０.１３１０１０.２７ ８. カレーにウスターソースをか
けて食べる。

–０.０７１１７０.１７ ０.０９１０１０.１０ ９.カレーにお好みソースをかけ
て食べる。

–０.１８１１６０.１８**–０.２９１０１０.１８１３. ライス （ごはん） にウスター
ソースをかけて食べる。

–０.１６１１６０.５１**–０.２７１０１０.５５１４.カレーに生卵を入れて食べる。

–０.０２１１７０.１８–０.０７１０００.２２１６. 天ぷらソバからソバを抜いた
ものを食べる。

０.１２１１７０.０４–０.１７１０１０.１６１９.カレーにタバスコを入れて食
べる。

–０.１０１１７０.８６ ０.０３１０１０.８５ １.ラーメンに生卵を落として食
べる。

–０.１７１１７０.４８–０.０１１０１０.１２ ２.ラーメンに酢をおとして食べる。

–０.１４１１６１.１８–０.０９１０１１.１９ ７. お好み焼きに紅ショウガを入
れて （かけて） 食べる。

–０.０４１１６０.２９ ０.００１０１０.２８１０. たっぷりのトウガラシのはいっ
たつけ汁で冷麺を食べる。

**–０.２５１１６０.４３–０.０２１０１０.１２ １. バタートーストにあんこを塗った
もの （小倉トースト） を食べる。

–０.０３１１６０.１０ ０.０３１０１１.１９ ５. 甘納豆の入った甘い味付け
の赤飯を食べる。

０.０９１１６０.４１–０.１８１０１０.３２ ９.トコロ天に黒蜜をかけて食べ
る。

**–０.２６１１６０.２７**–０.３４１０１０.３１ ３. 納豆にマヨネーズをかけて食
べる。

–０.１３１１６０.０５–０.０９１０１０.１０ ４. 納豆の入ったサンドイッチを
食べる。

–０.１２１１６１.１１**–０.２８１０１１.０８ ５. 冷や奴にすりおろしたショウガ
をつけて食べる。

**–０.３１１１６０.８４–０.１６１０１０.９６ ８. 納豆に生卵を入れて食べる。

–０.０５１１６０.２４–０.１４１０１０.３２ ２.ご飯にマヨネーズをかけて食
べる。

–０.０４１１６０.１２–０.０８１０１０.１７ ３. 鉄火巻き（鉄火丼）にマヨ
ネーズをかけて食べる。

–０.１４１１６０.４５–０.０３１０１０.３７ ４. 冷やし中華（冷麺）にマヨ
ネーズをかけて食べる。

–０.１３１１６１.７０–０.０６１００１.６５ ５. お好み焼きにマヨネーズをか
けて食べる。

–０.１５１１７０.１８–０.０１１０１０.１８１０. カレーにマヨネーズをかけて
食べる。

–０.１１１１７０.２９–０.１５１０１０.２９１３.ピザにマヨネーズをかけて食
べる。

–０.１５１１７０.９４**–０.２８１０１１.０８１４. 焼きそばにマヨネーズをかけ
て食べる。
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と摂取頻度との相関関係

４地域合計 （FNP ＝４８.０９）広島（FNP ＝４６.９４）名古屋 （FNP ＝４９.５２）

rn摂取頻度rn摂取頻度rn摂取頻度

–０.０６３９６０.０９*–０.２２８９０.２６ ０.１１８５０.０２

*–０.１０３９６０.４５–０.０６８９０.５０–０.１４８５０.６１

–０.０３３９６０.１１ ０.０４８９０.１３*–０.２４８５０.０３

**–０.１８３９３０.１４–０.１７８７０.１２–０.０３８５０.０８

***–０.２４３９４０.５３**–０.３５８８０.６７–０.１５８５０.３５

*–０.１１３９５０.２３**–０.３３８９０.２０–０.０９８５０.３４

*–０.１２３９５０.０９–０.１５８９０.１０–０.２１８４０.０７

*–０.１１３９６０.８９–０.２０８９０.９６*–０.２３８５０.９０

*–０.１０３９６０.２４–０.１５８９０.１０–０.０７８５０.２４

*–０.１２３９５１.１４–０.０７８９０.９３–０.１６８５１.２６

**–０.１５３９５０.３１**–０.３１８９０.４４*–０.２６８５０.２４

–０.０９３９５０.５０–０.１０８９０.３７–０.１１８５１.２２

–０.０３３９５０.３８**–０.３０８９０.１０–０.２１８５０.１２

*–０.１２３９５０.４５–０.１５８９０.４０**–０.２８８５０.７４

***–０.２５３９４０.２６*–０.２６８８０.２５–０.１２８５０.２０

*–０.１１３９４０.０９–０.１３８８０.１０–０.１０８５０.１０

**–０.１５３９４１.０８–０.１０８８０.８５–０.１２８５１.３０

***–０.２５３９４０.８６*–０.２５８８０.８２**–０.２８８５０.８３

*–０.１１３９４０.３２–０.１４８８０.４３–０.１１８５０.３１

*–０.１１３９４０.２２*–０.２３８８０.３６–０.０７８５０.２６

–０.０９３９４０.６２–０.１０８８０.５３*–０.２３８５１.２７

*–０.１０３９３１.６９–０.０４８８１.６８*–０.２３８５１.７３

*–０.１１３９５０.１８–０.１７８８０.２４–０.１２８５０.０９

**–０.１６３９５０.３６–０.１３８８０.４３*–０.２５８５０.４５

***–０.２１３９５１.０１*–０.２４８８１.１４–０.１６８５０.８６
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　「食べたことがない」項目に対し，食物新奇性恐怖傾向の高い者はそれら

を「まずい」と予測する傾向が高く，また食物新奇性恐怖傾向の低い者は

「おいしい」と予測する傾向が高いがどうかを検討するため，摂取頻度に

おいて「食べたことがない」という回答に対する好悪の評価のみを分析の

対象とした。好悪の評価である「おいしい」を１点，「おいしくもまずく

もない」を０点，「まずい」を－１点とし，「想像できない」と回答した者

は計算外とした。摂取頻度に対する回答は項目により偏りがあるため，「食

べたことがない」という回答が８０％を超えた４９項目（全７７項目）のみを分

析の対象として，地域別かつ４地域全員の相関係数を求めた。その結果，

相関関係が見られた項目は４９項目中２４項目であった（Table ５）。

　有意な相関関係が見られたものは全て負の相関関係であり，食物新奇性

恐怖傾向の高い人は食べたことがない食物を「まずい」と予測し，食物新

奇性恐怖傾向の低い人は「おいしい」と予測するという結果が得られた。

地域別にみていくと，広島地区では「７. 生トマトにウスターソースをか

けて食べる。」，東京地区では「５. あんこ入りまんじゅうの天ぷらを食べ

る。」，北海道では「４. ブロッコリーの天ぷらを食べる。」「４. 納豆の入っ

たサンドイッチを食べる。」，名古屋では「１８. お好みソースで味付けしたパ

スタ（スパゲティ）を食べる。」「６. 冷や奴にマヨネーズをかけて食べる。」

東京（FNP ＝４７.３１）北海道 （FNP ＝４８.６０）

rn摂取頻度rn摂取頻度

–０.０５１１７０.１２–０.１２１０１０.１９１６.カツ丼にマヨネーズをかけて
食べる。

–０.１３１１７１.２７–０.０３１０１１.２４ １. 牛肉でつくった肉じゃがを食
べる。

–０.０１１１７０.３０*–０.２４１０１０.４３ ３.お好み焼きの具に牛スジの煮
込みを入れて食べる。

–０.０５１１７０.０１–０.０８１０１０.０２ ４. 豚モツの酢漬けを食べる。

–０.０３１１７０.０３ ０.０６１０１０.０１ ５. 馬ホルモンを食べる。

–０.１２１１７０.１２–０.１８１０１０.２１ ８.ホルモンの煮込みのはいった
うどんを食べる。
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といった項目において食物新奇性恐怖尺度との有意な負の相関関係が見ら

れ，新奇性恐怖傾向の弱い人はこれらの食べ方を「おいしい」と予測する

ことが明らかとなった。

　「７. 湯豆腐にケチャップをかけて食べる」では，好悪評価が－０.７８から

－０.６５と，どの地域においても「まずい」と予測された。しかし，食物新

奇性恐怖と相関関係が見られた地域は，北海道（r ＝－０.２４）と名古屋（r ＝

－０.３７）の２地域のみであり，広島と東京では有意な相関関係は見られな

かった。これは，北海道，名古屋地域の新奇性恐怖傾向の低い人は「おい

しい」と予測したことを示しており，広島，東京では新奇性恐怖傾向の高

低に関わらず，好悪を予測したことが考えられる。

　また，「６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。」では，広島，東京の２地域に

おいて好悪の平均がそれぞれ０.１５と０.１０であり，比較的「おいしい」と予

測され，食物新奇性恐怖傾向と相関関係はみられなかった。しかし，北海

道，名古屋では「まずい」と予測され，新奇性恐怖傾向と有意な負の相関

関係にあったことから，この２地域の食物新奇性恐怖傾向の高い人は「ま

ずい」と予測し，低い人は「おいしい」と予測した。これらのことから，

食物新奇性恐怖はどの地域の学生においてもみられるが，何を「おいしい」

と予測し，「まずい」と予測するかは，地域文化により様々であり，必ずし

４地域合計 （FNP ＝４８.０９）広島（FNP ＝４６.９４）名古屋 （FNP ＝４９.５２）

rn摂取頻度rn摂取頻度rn摂取頻度

*–０.１１３９５０.１４–０.０７８８０.１７–０.１８８５０.０８

**–０.１３３９５１.４１–０.１９８８１.６０–０.１８８５１.５７

**–０.１４３９５０.３６–０.１９８８０.３２–０.０８８５０.４２

**–０.１４３９５０.０３–０.１７８８０.０６*–０.２２８５０.０３

–０.０９３９５０.０３–０.０６８８０.０２*–０.２４８５０.０５

**–０.１６３９５０.１４–０.１８８８０.１０–０.１８８５０.１５

* p ＜ .０５,  ** p ＜ .０１,  *** p ＜ .００１
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Table ５　摂取経験のない食物の好悪評価

東京（FNP ＝４７.３１）北海道 （FNP ＝４８.６０）

rn好悪平均rn好悪平均

–０.１２８９０.００**–０.３１７１０.２０ ４.ブロッコリーの天ぷらを食べる。

**–０.３２７４–０.０５–０.１５７２–０.１４ ５. あんこ入りまんじゅうの天ぷら
を食べる

 ０.０７８００.１０**–０.３３７４–０.１６ ６. 豚ホルモンの天ぷらを食べる。

–０.０４９１–０.７１–０.０７６５–０.６７ ７. 生トマトにウスターソースをか
けて食べる。

–０.１３８８–０.１０–０.０８６９０.０３１２. チャンポンや皿うどんにウス
ターソースをかけて食べる。

–０.０５８３０.２４–０.１０７８０.４１１５.ウスターソースで味付けした
エビ入りチャーハンを食べる。

*–０.２２８３０.３９–０.１０７１０.５３１６. 天ぷらソバからソバを抜いた
ものを食べる。

–０.０５８８–０.２８–０.２１７７–０.３４１８.お好みソースで味付けしたパ
スタ（スパゲティ）を食べる。

–０.０５９３–０.２７–０.１７７５–０.１９１９.カレーにタバスコを入れて食
べる。

–０.１４９５–０.３０–０.０６７６–０.３５ ５. みそ汁に「かっぱえびせん」
を入れて食べる。

–０.０７８８–０.８８–０.２４６０–０.６１ １. 納豆に砂糖を入れて食べる。

–０.０７９４–０.４５***–０.４９７６–０.５３ ４. 納豆の入ったサンドイッチを
食べる。

–０.１７８３–０.１６–０.１１７０–０.１５ ６. 冷や奴にときがらしをつけて
食べる。

–０.０８９９–０.６５*–０.２４８２–０.７４ ７. 湯豆腐にケチャップをかけて
食べる。

–０.１６９８–０.６６–０.２３７４–０.７８ １.ラーメンにマヨネーズを入れ
て食べる。

–０.１６９５–０.６６–０.１６７７–０.７２ ６. 冷や奴にマヨネーズをかけて
食べる。

–０.０６９４–０.４４*–０.２７８４–０.４８ ７. すき焼きにマヨネーズをかけ
て食べる。

–０.２０９２–０.１６–０.２２７２–０.１５ ９. チャーハンにマヨネーズをか
けて食べる。

–０.０８８９–０.４６**–０.３１７４–０.４１１０. カレーにマヨネーズをかけて
食べる。

*–０.２４９２–０.２９–０.０８７１–０.０７１６.カツ丼にマヨネーズをかけて
食べる。

–０.１６６４–０.５３–０.２３５７–０.６２ ４. 豚モツの酢漬けを食べる。

–０.０４５３–０.３０**–０.４０４６–０.３３ ５. 馬ホルモンを食べる。

–０.０６１００–０.２１–０.１８７７–０.１９ ７. お茶漬けの具にトンカツをの
せて食べる。

–０.２１７５０.３０**–０.３７６８０.０７ ８.ホルモンの煮込みのはいった
うどんを食べる。
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と食物新奇性恐怖との相関関係

４地域総合 （FNP ＝４８.０９）広島（FNP ＝４６.９４）名古屋 （FNP ＝４９.５２）

rn好悪平均rn好悪平均rn好悪平均

**–０.１７２７８０.０４–０.１５５５–０.１５–０.０８６００.１１

**–０.１９２３３–０.１１–０.２４４５–０.０８–０.０５４０–０.２０

**–０.２１２５１０.００–０.１９４７０.１５*–０.３５４７–０.０８

*–０.１４２７１–０.６９**–０.３５６１–０.７１–０.２２５３–０.６６

*–０.１３２７３–０.１９–０.０７６６–０.３５–０.２５４８–０.４５

*–０.１５２７８０.３２–０.１５６１０.３５*–０.２７５４０.２７

**–０.２２２６７０.４６**–０.４４６４０.４９–０.２５４７０.４４

**–０.１９２８３–０.３０–０.０６６５–０.１６**–０.４０５１–０.４４

**–０.１６２８１–０.２３–０.２３６２–０.１５–０.２１４９–０.３０

*–０.１３２９６–０.３６–０.１５７１–０.３４–０.１６５１–０.４９

*–０.１２２６５–０.８４–０.０５６８–０.９１–０.０９４７–０.９６

***–０.２５２９２–０.３９*–０.２４６８–０.２８–０.２０５２–０.２６

**–０.１７２６２–０.１２*–０.２８６１–０.０９–０.１２４６–０.０４

**–０.１７３０３–０.７２–０.０７７５–０.７８*–０.３７４５–０.７６

**–０.１８２９７–０.７０–０.１８７３–０.６８–０.１５５０–０.７０

**–０.１７２８５–０.６６–０.０７６５–０.５６*–０.３２４６–０.７２

**–０.１８３０３–０.４８–０.１９７０–０.４３–０.１４５３–０.６０

**–０.２３２８６–０.１７–０.１６６５–０.１１*–０.２９５５–０.２７

**–０.２０２７７–０.４０–０.１４６１–０.２７–０.２６５１–０.４２

**–０.２１２８６–０.１７*–０.２６６５–０.０３*–０.２７５７–０.２９

**–０.２１２００–０.５６–０.２３３７–０.５０–０.２１３９–０.６０

**–０.２７１７３–０.３０–０.２０３７–０.１６*–０.３９３４–０.４４

*–０.１３２９６–０.１７–０.０５７０–０.０８–０.１９４７–０.２１

***–０.３１２４００.０９*–０.３０５２０.０３–０.２８４３–０.１９

* p ＜ .０５,  ** p ＜ .０１,  *** p ＜ .００１
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も一致するものではないことが示された。

総　合　論　議

　本研究は，食の問題行動の一つであるところの食の社会文化規範からの

逸脱をとりあげ，その中でも食の組み合わせに注目し，地域文化という変

数がわれわれの食行動にどのように関与・機能しているかを検討した。札

幌，東京，名古屋，神戸，広島という５つの調査地点それぞれの地域文化

に特徴的とみなされる食の組み合わせについてその摂取頻度と好悪を評定

させ，またそれらが食物新奇性恐怖の傾向とどのように関連しているかを

検討した。

　まず，さまざまな食の組み合わせに対する摂取頻度の地域差を検討し，

例えば，北海道が「栗の甘露煮＋茶碗蒸し」や「甘納豆＋赤飯」といった

食の組み合わせに特徴づけられる地域であること，また，名古屋が「小倉

トースト」や「トコロ天＋黒蜜」などの食の組み合わせやマヨネーズ嗜好

に特徴づけられる地域であることを示した。続いて，このような摂取頻度

が好悪評価（あるいは好悪の予期）とつよい相関関係をもつものであるこ

とをみてきた。より摂取されるものはより好まれる傾向にあり，あまり摂

取されないものは好まれない傾向にあった。このような，摂取頻度と好悪

評価との関係性は，地域という社会文化変数の影響をほとんど受けず，よ

り一般的な現象であることをみてきた。

　地域に特異的な食の組み合わせとその嗜好性についてはこれまでも多数

報告されてきた（例えば，山口， １９８７；徳久， １９９５；日本経済新聞社， 

１９９８；前垣， ２００２；野瀬， ２００３）。「食の方言」すなわち地域特異的食嗜好は，

その地域に居住する人々またその地域出身の人々にとっては，社会文化的

存在としての自己を確認（自己同一視）するための手段になっているとい

えよう。他の地域の人から見ると「奇妙な」食も，その地域の人にとれば

「健全な」食である。社会文化的存在であるわれわれは，自己の所属する

社会文化が有しない行動習慣，行動規範に対しては，それらを不健全であ
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り，不道徳であるとみなす傾向にある。特になじみのない食嗜好に対して

はつよい嫌悪感情を喚起させ（Rozin, Haidt, McCauley & Imada, １９９７），ま

た民族的宗教的偏見を助長させることすらある（Harris, １９８５ （ハリス， 

２００１））。「健全な食」を議論する場合には，それぞれが所属する，あるいは

生育してきた社会文化に基づく一方的な議論を展開しないように注意する

必要があろう。食嗜好（食嫌悪）は人間感情の骨格を形成するものであり

（Rozin et al., １９９７），地域特異的食嗜好は，異文化に対する反発，偏見を助

長する手段としてではなく，異文化を理解する手段として取り扱われてい

くべきあろう。また，地域内にあっては，社会文化的存在としての自己を

形成する手段として肯定的かつ積極的に用いていくべきであろう。

　食物新奇性恐怖とは新奇な，食べたことのないものに対する摂食拒否あ

るいは摂取を躊躇する傾向のことである（Pliner & Hobden, １９９２；今田・

米山， １９９８）。本研究では，食物新奇性恐怖傾向とさまざまな食の組み合わ

せに対する摂取頻度との関連について検討し，両者は，地域変数の影響を

ほとんど受けることなく，負の相関関係にあることをみてきた。すなわち，

食物新奇性恐怖傾向の高い者ほど，摂取頻度の得点は低いというものであっ

た。さらに，食物新奇性恐怖傾向と「食べたことがない」組み合わせに対

する好悪予期との関連について検討したところ，両者は負の相関関係にあ

り，食物新奇性恐怖傾向の低い人ほど「食べたことがない」組み合わせで

あっても「おいしい（だろう）」と予測し，逆に，食物新奇性恐怖傾向の高

い人は，「食べたことがない」組み合わせを「まずい（だろう）」と予測す

る傾向にあった。このような負の相関関係もまた，地域という変数の影響

をほとんど受けないものであった。

　以上のことより，冒頭で提示した３つの仮説はほぼ検証することができ

た。地域特異的食嗜好の存在は，食嗜好の獲得における，社会文化的決定

因の重要性を示すものである。一方で，好悪と摂食頻度との正相関および，

食物新奇性恐怖傾向と摂食頻度ならびに好悪評価との負相関は，地域変数

の影響を受けない，比較的一般的なものであることがわかった。食物新奇
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性恐怖傾向を生得的な行動特性（trait）とみなせば（Pliner & Hobden, 

１９９２），後者は生物的決定因の重要性を示すものといえる。食嗜好はきわめ

て個人差の大きなものであるが（例えば，嵐山， １９９７， ２００２），本研究でと

りあげた社会文化的決定因と生物的決定因，さらに，個体がどのような環

境に育ってきたかという環境的決定因を加味することにより，その獲得機

序のかなりの部分は説明可能となる（今田， １９９１， １９９７， ２００５）。また，極

端な偏食といった食の問題行動の発生原因をこれら３決定因から分析して

いくことにより，行動改善に役立てうる具体的方策を策定していくことも

可能となるであろう。
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ABSTRACT:

Clinical developmental studies in eating problem ( 3 )

——A socio-cultural determinant on human food acceptance——

Hiroshi Setoyama, Shinji Aoyama, 
Tomoko Hasegawa, Nobuyuki Sakai, 

Kimio Masuda, Toshio Shibata 
and Sumio Imada

　The aim of this study was to examine whether districts of residence, one 

of socio-cultural variables and here we call it the area variable, have effects 

on food acceptance of “strange” food combinations.　At first we chose 77 

“strange” food combinations (e.g., ice cream topped with ketchup), all of 

which looked superficially strange but many of them were known as “nor-

mal” within the local areas.　University students come from universities of 

five different areas in Japan were asked to answer how often they ate these 

“strange” food combinations and also were asked to rate how they liked or 

disliked them.　Finally they were asked to answer to the Japanese version 

of the food neophobia scale (FNP: Imada and Yoneyama, 1998).　As we 

expected, some combinations were rated as “normal” for students of some 

areas but “strange” for students of other areas, that is, students of the 

former were opt to accept or eat them more often and to rate them more 

like than the students of the latter.　FNP was negatively correlated with 

the frequencies and the hedonic ratings of these food combinations but it 

had no relationship of the area variable.　The importance of the area vari-

able on food selection and acceptance was discussed.


